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■
金
子
寿
一
氏
と
写
真

　

巻
頭
の
写
真
は
、
昭
和
二
〇
年
代
後
半

の
綾
瀬
川
で
あ
る
。
川
に
浮
か
ぶ
船
や
、

川
岸
の
建
物
が
水
面
に
反
射
し
て
見
事
な

情
景
と
な
っ
て
お
り
、
ま
る
で
浮
世
絵
の

よ
う
な
見
事
な
構
図
だ
。
こ
の
写
真
は
、

金
子
寿じ
ゅ
い
ち一
氏
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

当
館
で
は
、
夏
に
金
子
氏
か
ら
写
真
の

情
報
提
供
を
受
け
、
足
立
区
の
昭
和
の
風

景
を
写
す
貴
重
な
写
真
で
あ
る
こ
と
か
ら

調
査
を
開
始
し
た
。
こ
こ
で
は
そ
の
一
部

を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
金
子
氏
が
撮
影

し
た
写
真
の
一
部
は
、
本
年
六
月
に
い
き

出
版
が
刊
行
し
た
『
写
真
ア
ル
バ
ム　

足

立
区
の
昭
和
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

金
子
氏
は
、
花
畑
の
内
匠
橋
付
近
の
呉

服
商
金
子
屋
の
次
男
と
し
て
昭
和
一
一
年

に
生
ま
れ
た
。
金
子
氏
は
小
学
生
の
頃
、

カ
メ
ラ
を
趣
味
と
し
て
い
た
店
の
番
頭
さ

ん
が
使
い
古
し
た
カ
メ
ラ
を
も
ら
い
、
写

真
が
趣
味
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

中
学
生
に
な
る
と
本
格
的
に
写
真
に
取

り
組
み
、
レ
オ
タ
ッ
ク
ス
と
い
う
コ
ピ
ー

ラ
イ
カ
を
購
入
し
た
。レ
オ
タ
ッ
ク
ス
は
、

昭
和
一
三
年
か
ら
昭
和
三
四
年
ま
で
葛
飾

区
新
宿
に
あ
っ
た
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
で
あ

る
。
そ
の
後
は
、
オ
リ
ン
パ
ス
ペ
ン
Ｆ
Ｔ

（
昭
和
四
一
年
発
売
）、
オ
リ
ン
パ
ス
Ｔ
Ｒ

Ｉ
Ｐ
３
５
（
昭
和
四
三
年
発
売
）、
ペ
ン

タ
ッ
ク
ス
Ｋ
２
（
昭
和
五
十
年
発
売
）
な

ど
を
愛
用
し
、
現
在
も
現
役
で
撮
影
を
続

け
て
い
る
。

　

主
に
、
風
景
写
真
や
花
の
写
真
を
撮
影

し
、
そ
の
数
は
一
万
枚
を
超
え
て
い
る
と

い
う
。
そ
の
中
に
は
、
花
畑
周
辺
や
足
立

区
域
の
貴
重
な
写
真
な
ど
が
多
く
含
ま
れ

て
い
る
。

■
昭
和
二
〇
年
代
の
綾
瀬
川

　

さ
て
、
巻
頭
の
写
真
は
、
綾
瀬
川
を
写

し
た
も
の
で
あ
る
。
川
に
浮
か
ん
で
い
る

船
は
葛
西
舟
や
汚お

わ
い
舟
と
呼
ば
れ
る
舟

で
、
下し
も
ご
え肥
（
人
糞
尿
）
を
積
ん
で
い
る
。

　

江
戸
時
代
、
江
戸
の
住
民
が
出
し
た
人

糞
尿
は
、
足
立
を
は
じ
め
と
し
た
周
辺
農

村
部
へ
輸
送
さ
れ
、
農
作
物
の
肥
料
と

な
っ
た
。
人
糞
尿
は
い
い
肥
料
に
な
る
の

で
、
農
家
の
人
は
お
金
を
払
い
購
入
し
て

い
た
。
し
か
し
、
時
代
が
変
わ
っ
て
大
正

十
年
頃
に
な
る
と
、
都
市
住
民
の
増
加
に

よ
っ
て
人
糞
尿
が
過
剰
に
な
っ
て
く
る
。

そ
の
た
め
、
都
市
住
民
は
農
家
に
お
金
を

払
っ
て
人
糞
尿
を
回
収
し
て
も
ら
う
と
い

う
逆
転
現
象
が
起
こ
る
。
そ
し
て
、
昭
和

九
年
に
は
東
京
市
に
よ
る
市
営
汲
み
取
り

が
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
従
来
ど
お
り
の

汲
み
取
り
も
行
わ
れ
続
け
た
。

　

写
真
に
写
っ
て
い
る
葛
西
舟
は
、
一
度

に
一
三
〇
荷
（
肥こ
え
お
け桶
二
六
〇
個
分
）
も
の

輸
送
が
で
き
た
と
い
う
。
戦
後
に
な
っ
て

も
ま
だ
下
肥
は
重
要
な
肥
料
で
あ
っ
た
。

金
子
氏
も
こ
う
し
た
葛
西
船
を
よ
く
見
た

と
い
う
。
葛
西
船
の
中
に
は
、
狭
い
な
が

ら
も
居
住
空
間
が
あ
り
、
そ
こ
で
寝
る
こ

と
も
で
き
た
。
こ
う
し
た
下
肥
を
使
っ
た

農
業
は
、
昭
和
三
〇
年
代
ま
で
行
わ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。

金子寿一氏撮影写真について
―昭和の花畑・足立の写真―

昭和 20年代の綾瀬川と葛西船
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■
昭
和
後
半
の
写
真

　

こ
こ
に
掲
げ
た
写
真
は
、
昭
和
五
〇
年

前
後
の
花
畑
周
辺
の
写
真
で
あ
る
。
こ
う

し
た
昭
和
の
風
景
写
真
は
、
意
外
と
少
な

い
も
の
で
、
博
物
館
で
も
あ
ま
り
多
く
は

収
蔵
し
て
い
な
い
。
博
物
館
で
は
、
今
後

も
金
子
氏
の
写
真
調
査
を
続
け
、
そ
の
一

端
を
紹
介
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

�

（
専
門
員
　
佐
藤
貴
浩
）

　

平
成
二
八
年
十
一
月
一
日
（
火
）
よ
り

開
催
の
開
館
三
〇
周
年
記
念
文
化
遺
産
調

査
企
画
展
「
ア
ラ
サ
ー
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」。

今
回
は
そ
の
出
展
資
料
の
中
か
ら
、
近
年

足
立
と
の
つ
な
が
り
が
見
出
さ
れ
た
日
本

画
家
、河
鍋
暁
斎
の
《
能
楽
図
屏
風
》
と
、

足
立
の
縁
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

■
河
鍋
暁
斎
―
幕
末
明
治
の
鬼
才
画
家
―

　

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
活
躍
し
た

浮
世
絵
師
・
日
本
画
家
の
河
鍋
暁
斎

（
一
八
三
一
～
八
九
）
は
、
近
年
最
も
再

評
価
の
進
ん
だ
画
家
の
一
人
と
言
え
ま

す
。

　

天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
、
古
河
藩
士

河
鍋
記
右
衛
門
の
次
男
、
周
三
郎
と
し
て

生
ま
れ
、幼
少
よ
り
家
族
と
江
戸
へ
出
て
、

浮
世
絵
師
の
歌
川
国
芳
、
駿
河
台
狩
野
派

の
前
村
洞
和
と
、
そ
の
師
匠
の
狩
野
洞
白

に
師
事
し
ま
し
た
。
こ
の
後
、
洞
郁
陳
之

（
と
う
い
く 

の
り
ゆ
き
）
の
号
で
狩
野
派

絵
師
の
仕
事
を
担
い
つ
つ
、「
狂
斎
（
き
ょ

う
さ
い
）」
と
号
し
て
戯
画
の
制
作
も
行

い
ま
し
た
が
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年

に
描
い
た
戯
画
が
咎
め
ら
れ
、
捕
縛
さ
れ

た
こ
と
を
機
に
号
を
「
暁
斎
」
と
改
め
、

以
降
、
万
博
や
内
国
勧
業
博
覧
会
と
い
っ

た
公
的
な
場
に
作
品
を
出
展
し
て
、
高
い

評
価
を
得
ま
し
た
。
ま
た
、
鹿
鳴
館
の
設

計
者
で
あ
る
イ
ギ
リ
ス
人
建
築
家
ジ
ョ
サ

イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
を
弟
子
と
し
た
こ
と
を

は
じ
め
、
当
時
来
朝
し
た
多
く
の
外
国
人

た
ち
と
親
し
く
交
流
し
た
こ
と
で
、
広
く

欧
米
に
も
そ
の
名
が
知
れ
渡
り
ま
し
た
。

　

没
後
は
長
く
美
術
史
上
の
埋
れ
た
巨

匠
と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
五
二

（
一
九
七
七
）
年
、
暁
斎
の
曾
孫
に
あ
た

る
河
鍋
楠
美
氏
が
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館

を
開
設
し
、
そ
の
活
動
の
再
検
証
と
再
評

価
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
現
在
で
は
当

時
を
代
表
す
る
日
本
画
家
と
し
て
、
再
び

注
目
を
集
め
る
に
至
っ
て
い
ま
す
。

■
暁
斎
と
足
立
の
縁
―
妻
女
登
勢
と

�

大
谷
田
成
田
講
か
ら
の
依
頼
―

　

近
年
、
こ
の
暁
斎
と
足
立
と
を
結
び
つ

け
る
記
録
が
幾
つ
か
見
出
さ
れ
つ
つ
あ
り

ま
す
。
現
在
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
暁
斎

の
経
歴
は
、
そ
の
多
く
が
明
治
期
の
美
術

史
家
、
飯
島
虚

心
（
一
八
四
一

～
一
九
〇
一
）

の
著
し
た
評
伝

『
河
鍋
暁
斎
翁

伝
』
に
依
拠
し

て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
中

で
、
暁
斎
の
二

番
目
の
妻
に
つ

い
て
、

　
　

�

八
月
十
一

日
、
妻
お

清
死
去
。

右　昭和 49年　内匠橋東交差点付近
左　昭和 57年　南花畑三丁目交差点より西方面を見る

《能楽図屏風》左隻「柿山伏」(右)、「金岡」（左）

《能楽図屏風》左隻「悪太郎」(右)、「大黒連歌」（左）

「
ア
ラ
サ
ー
み
ゅ
ー
じ
あ
む
」　
出
展
資
料
紹
介

河
鍋
暁
斎
《
能
楽
図
屏
風
》
に
つ
い
て

�

小
　
林
　
　
　
優
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�

後　

北
豊
島
郡
鹿
浜
村
の
農 

榊
原

氏
の
娘 

登
勢
を
娶
る
。

と
い
う
記
述
が
確
認
出
来
る
の
で
す
。

　

暁
斎
は
生
涯
で
二
度
妻
を
亡
く
し
、
三

度
の
結
婚
を
し
て
い
ま
す
。
最
初
の
妻
は

江
戸
琳
派
の
絵
師
、
鈴
木
其
一
の
次
女
お

清
で
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
に
結
婚

し
ま
し
た
が
、
虚
心
の
記
述
通
り
、
二
年

後
の
同
六
年
八
月
に
没
し
て
い
ま
す
。
こ

の
後
に
暁
斎
に
嫁
い
だ
の
が
、鹿
浜
村（
現

足
立
区
鹿
浜
）
の
榊
原
登
勢
だ
っ
た
の
で

す
。
虚
心
は
こ
こ
で
、
鹿
浜
村
を
北
豊
島

郡
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
隅
田
川
を

挟
ん
で
隣
接
す
る
南
足
立
郡
鹿
浜
村
・
鹿

浜
新
田
地
域
を
北
豊
島
郡
と
誤
解
し
た
も

の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

経
緯
な
ど
は
不
詳
で
す
が
、
登
勢
が
お

清
没
の
翌
年
と
な
る
万
延
元（
一
八
六
〇
）

年
の
十
月
に
没
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
暁

斎
は
お
清
の
没
後
、
比
較
的
早
く
登
勢
を

妻
と
し
て
迎
え
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ

の
結
婚
生
活
は
一
年
程
度
で
し
た
が
、
そ

の
間
に
長
男
周
三
郎
（
後
の
日
本
画
家
暁

雲
）
を
儲
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
暁
斎
の
経
歴
の
中
で
、
明
治

一
三
（
一
八
八
〇
）
年
に
足
立
郡
亀
有
大

谷
田
村
（
現
足
立
区
大
谷
田
）
の
成
田
講

中
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
成
田
山
へ
の
奉

納
絵
馬
《
大
森
彦
七
鬼
女
と
争
う
の
図
》

を
制
作
し
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
絵
馬
は
現
在
も
成
田
山
霊
光
館
の
所

蔵
と
し
て
、
成
田
山
新
勝
寺
平
和
大
塔
一

階
の
霊
光
殿
で
常
設
展
示
さ
れ
、
千
葉
県

指
定
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

足
利
尊
氏
の
下
で
楠
正
成
を
破
る
武
功

を
立
て
た
大
森
彦
七
が
、
現
在
の
愛
媛
県

伊
予
郡
の
矢
取
川
で
鬼
女
に
襲
わ
れ
、
こ

れ
を
退
散
さ
せ
る
と
い
う
『
太
平
記
』
の

記
述
を
主
題
と
し
て
お
り
、『
河
鍋
暁
斎

翁
伝
』
に
よ
れ
ば
、
制
作
に
当
た
っ
て
暁

斎
は
亀
有
大
谷
田
地
域
の
中
田
屋
と
い
う

酒
店
に
逗
留
し
、
七
か
月
の
思
索
の
末
に

描
き
あ
げ
た
と
言
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
記
録
の
他
に
も
、
暁
斎
に

は
千
住
の
商
家
か
ら
依
頼
を
受
け
て
制
作

し
た
画
の
下
絵
が
残
る
な
ど
、
足
立
の

人
々
と
親
交
を
結
ん
で
い
た
痕
跡
が
伺

え
、
そ
の
交
流
を
物
語
る
よ
う
に
区
内
か

ら
も
暁
斎
お
よ
び
そ
の
娘
の
暁
翠
ら
の
作

品
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
郷
土
博
物
館
所
蔵
《
能
楽
図
屏
風
》

　

郷
土
博
物
館
所
蔵
の
《
能
楽
図
屏
風
》

も
ま
た
、
区
内
よ
り
発
見
さ
れ
、
当
館
へ

と
も
た
ら
さ
れ
た
資
料
の
一
つ
で
す
。

　

縦
一
六
二
・
〇
㎝
、
横
一
六
六
・
〇
㎝
の

二
曲
屏
風
が
対
と
な
っ
た
二
曲
一
双
の
形

態
で
、
屏
風
全
体
で
一
つ
の
絵
を
構
築
す

る
の
で
は
な
く
、
各
扇
に
独
立
し
た
図
像

を
貼
り
付
け
る
押
絵
貼
の
形
式
と
な
っ
て

お
り
、
表
題
の
通
り
能
狂
言
を
主
題
と
し

て
、「
悪
太
郎
」、「
大
黒
連
歌
」、「
柿
山

伏
」、「
金
岡
」
の
四
曲
の
能
狂
言
画
が
貼

り
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
各
図
に
は
「
暁

斎
」
の
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

暁
斎
が
号
を
改
め
る
明
治
三
年
以
降
の
作

と
見
ら
れ
ま
す
。
本
紙
の
周
辺
は
銀
箔
貼

り
で
仕
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
銀

を
基
調
と
し
た
屏
風
形
式
は
、
足
立
で
確

認
さ
れ
る
美
術
作
品
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ

る
仕
立
て
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
お
け
る

一
つ
の
美
的
感
覚
、〝
趣
味
〟
と
も
言
え

る
も
の
の
特
徴
を
示
し
て
い
る
と
見
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

　

本
作
の
主
題
で
あ
る
能
狂
言
と
い
う

ジ
ャ
ン
ル
は
、
暁
斎
の
画
業
に
お
い
て
大

き
な
位
置
を
占
め
て
い
ま
す
。
弟
子
の

ジ
ョ
サ
イ
ア
・
コ
ン
ド
ル
が
暁
斎
の
伝
記

や
画
法
を
ま
と
め
た
『Paintings and 

studies by K
aw
anabè K

yōsai

』（
明

治
四
四
年
刊
）
に
よ
れ
ば
、
暁
斎
は
狩
野

洞
白
の
門
下
で
あ
っ
た
十
代
は
じ
め
の
頃

か
ら
能
狂
言
を
好
み
、
大
蔵
流
狂
言
の
大

蔵
弥
太
夫
虎
重
に
入
門
し
て
、
後
に
は
免

状
を
与
え
ら
れ
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。
飯
島
虚
心
も
ま
た
『
河
鍋
暁
斎
翁

伝
』
中
で
、
暁
斎
の
湯
島
の
自
宅
に
能
舞

台
が
あ
っ
た
こ
と
を
記
録
し
て
お
り
、「
能

狂
言
の
画
は
翁
の
最
も
得
意
と
す
る
所
な

り
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
自
身
も
演
者
だ
っ
た
暁

斎
に
と
っ
て
、
能
狂
言
は
終
生
取
り
組
む

べ
き
画
題
で
し
た
。
錦
絵
や
肉
筆
作
品
に

描
く
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
能
狂
言
画

の
み
を
収
録
し
た
絵
本
も
手
が
け
て
お

り
、
そ
の
代
表
的
な
一
冊
、『
能
画
図
式
』

（
河
鍋
暁
斎
記
念
美
術
館
蔵
）の
中
に
、《
能

楽
図
屏
風
》
に
も
描
か
れ
た
「
悪
太
郎
」、

「
大
黒
連
歌
」、「
柿
山
伏
」、「
金
岡
」
の

図
を
確
認
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。

　
『
能
画
図
式
』
は
、
蓬
枢
閣
小
林
文
七

が
版
元
と
な
っ
て
暁
斎
の
手
で
描
か
れ
た

も
の
で
、
乾
坤
二
冊
に
八
四
曲
の
能
狂
言

画
が
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
内
、
坤

冊
の
三
九
図
目
に
「
悪
太
郎
」
が
、
五
一

図
目
に
「
柿
山
伏
」
が
描
か
れ
て
お
り
、

小
道
具
の
配
置
や
姿
勢
、
衣
装
の
紋
様
な

ど
に
若
干
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
選
定

さ
れ
て
い
る
場
面
や
描
写
は
《
能
楽
図
屏

風
》
と
ほ
ぼ
同
様
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、「
大
黒
連
歌
」、「
金
岡
」
は
、『
能
画

図
式
』
坤
冊
の
五
六
図
目
と
六
三
図
目
に

収
録
さ
れ
て
お
り
、『
能
画
図
式
』
で
「
金

岡
」
の
ア
ド
（
脇
役
）
で
あ
る
金
岡
の
妻

が
こ
ち
ら
に
背
を
向
け
て
金
岡
の
右
下
に

描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、《
能
楽
図
屏

風
》
で
は
こ
ち
ら
に
顔
を
見
せ
て
金
岡
の

右
上
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
違
い
は
あ

る
も
の
の
、
や
は
り
ほ
ぼ
同
じ
図
様
で
あ

る
と
言
え
ま
す
。な
お
、こ
の『
能
画
図
式
』

の
収
録
順
か
ら
、《
能
楽
図
屏
風
》
二
隻

の
配
置
も
自
ず
か
ら
明
ら
か
と
な
り
、
一

扇
目
に
「
悪
太
郎
」、二
扇
目
に
「
柿
山
伏
」

が
描
か
れ
て
い
る
方
が
右
隻
、「
大
黒
連

歌
」、「
金
岡
」
が
左
隻
と
し
て
配
置
さ
れ

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
『
能
画
図
式
』は
、題
箋
や
奥
付
に
は「
暁

斎
」
の
号
が
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

見
返
し
や
袋
に
は
「
狂
斎
」
の
号
が
あ
り
、

理
由
は
不
詳
な
が
ら
暁
斎
が
号
を
改
め
る

明
治
三
年
以
前
の
慶
應
三
（
一
八
六
七
）

年
に
制
作
さ
れ
出
版
し
よ
う
と
し
た
が
そ

れ
が
叶
わ
ず
、
明
治
に
入
っ
て
か
ら
改
め
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て
出
版
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
一
方
、《
能
楽
図
屏
風
》
は
前
述
の

よ
う
に
各
図
に
捺
さ
れ
た
「
暁
斎
」
の
印

か
ら
明
治
三
年
以
降
の
作
で
あ
る
と
見
ら

れ
、
こ
れ
を
鑑
み
れ
ば
、《
能
楽
図
屏
風
》

は
先
例
で
あ
る
『
能
画
図
式
』
の
図
様
を

踏
襲
す
る
形
で
描
か
れ
、
屏
風
に
仕
立
て

ら
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
の

で
す
。

■
お
わ
り
に
―
足
立
の
日
本
画
家
た
ち
―

　

こ
の
暁
斎
の
例
の
よ
う
に
、
近
年
、
作

品
と
共
に
足
立
と
の
関
係
を
物
語
る
資

料
・
情
報
が
確
認
さ
れ
た
画
家
の
数
は
決

し
て
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
近
代
以

降
、
足
立
に
多
く
の
日
本
画
家
た
ち
が
暮

ら
し
て
い
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
中
川
の
長
門
町
に
暮
ら
し
た
鏑
木
清

方
の
門
弟
、
門
井
掬
水
に
つ
い
て
は
、『
足

立
史
談
』
第
五
六
八
号
で
既
に
触
れ
ら
れ

ま
し
た
が
、
大
正
以
降
、
随
時
刊
行
さ
れ

た
『
大
日
本
画
家
名
鑑
』（
大
日
本
絵
画

講
習
会
代
理
部
刊
行
）
を
見
れ
ば
、
少
な

く
と
も
昭
和
一
二
年
段
階
で
官
展
や
院
展

へ
の
入
選
歴
が
あ
る
日
本
画
家
と
し
て
、

　

・
清
水 

清
芳
（
足
立
区
）

　

・
池
澤 

青
峰
（
足
立
区
千
住
大
川
町
）

　

・
中
谷 

光
燕
（
足
立
区
島
根
町
）

　

・
佐
藤 

常
春
（
足
立
区
千
住
仲
町
）

　

・
西
垣 

隆
満
（
足
立
区
伊
興
町
狭
間
）

　

・
土
井 

勝
宣
（
足
立
区
千
住
龍
田
町
）

　

・
橋
本 

秀
洞
（
足
立
区
伊
興
町
本
町
）

　

と
い
っ
た
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
彼
ら
の
活
躍
は
、
主
に
中
央
画
壇
と

の
や
り
と
り
の
中
に
あ
り
ま
し
た
が
、
そ

の
足
跡
を
追
う
こ
と
で
、
近
代
足
立
の
芸

術
文
化
の
、
新
た
な
一
面
が
見
え
て
く
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
す
。

�

（
郷
土
博
物
館 

学
芸
員
）

　

元
和
二
年
（
一
六
一
六
）
十
二
月
十
日
、

幕
府
の
代
官
伊
奈
忠
治
が
九
通
の
開
発
定

書
を
出
し
ま
し
た
。
忠
治
が
出
し
た
九
通

の
開
発
定
書
の
う
ち
、
三
通
は
足
立
区
域

に
関
係
し
た
も
の
で
、
大
谷
田
新
田
・
六

木
新
田
・
千
住
榎
戸
新
田
に
関
係
す
る
も

の
で
す
。
い
ず
れ
も
「
平
内
抱　

名
主
百

姓
中
」
宛
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
で

は
、
大
谷
田
新
田
に
関
係
す
る
文
書
を
複

製
し
、
第
一
展
示
室
の
冒
頭
「
東
郊
農
村

の
誕
生
」
と
い
う
コ
ー
ナ
ー
で
常
設
展
示

し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
館
で
一
番
最

初
に
展
示
さ
れ
て
い
る
資
料
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
本
年
、
当
館
は
開
館
三
〇

周
年
を
迎
え
ま
す
が
、
く
し
く
も
こ
の
文

書
が
出
さ
れ
て
か
ら
ち
ょ
う
ど
四
百
年
に

当
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
あ
ら
た
め
て
こ
の

文
書
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　

開
発
定
書
と
は
、
当
時
、
ま
だ
ま
だ
湿

地
帯
が
多
か
っ
た
江
戸
周
辺
の
土
地
を
開

発
し
て
新
田
を
切
り
開
く
た
め
に
出
さ
れ

た
文
書
で
す
。

　

平
内
と
は
、
北
三
谷
新
田
の
河
合
平
内

の
こ
と
で
、「
抱
」
と
は
平
内
に
属
す
る

も
の
た
ち
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
、
大
谷
田
・
六
木
・
千
住
榎
戸
の
三

箇
所
は
、
河
合
平
内
支
配
下
の
人
間
た
ち

に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
の
で
す
。

　

冒
頭
に
は
「
渕
江
の
内
、
大
谷
田
新
田

を
開
く
の
事
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
い
で
一

条
目
に
は
、新
し
い
田
を
開
発
し
た
年
は
、

年
貢
を
免
除
す
る
こ
と
が
書
い
て
あ
り
ま

す
。
二
条
目
は
畑
を
開
発
し
た
場
合
は
、

二
年
間
年
貢
を
免
除
す
る
こ
と
と
あ
り
ま

す
。
さ
ら
に
三
条
目
に
も
諸
役
不
入
と
あ

り
、
本
来
か
か
る
べ
き
諸
役
（
肉
体
労
働

な
ど
）
を
免
除
す
る
と
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
税
の
免
除
を
す
る
こ
と
で
、
新
田
開

発
を
進
め
よ
う
と
し
た
の
で
す
。

　

一
方
で
、
四
条
目
は
、
領
主
と
対
立
し

た
た
め
に
居
場
所
が
な
く
な
っ
て
新
田
開

足
立
の
開
発
四
百
周
年
！

渕
江
領
開
発
定
書

開館三十周年記念文化遺産調査企画展
アラサーみゅーじあむモノがたり

　　　　前期：平成28年11月 1日～12月 4日
　　　　後期：平成29年 1月 5日～ 1月～29日

　足立区立郷土博物館は、昭和 61（1986）年 11 月
1日の開館から今年で30周年を迎えます。この間、多
くの区民、寄贈者、地元の研究者の皆様のご協力をいた
だきました。
　本展覧会では、いくつかの貴重な収蔵品を特別公開し
ます。

発
に
来
た
も
の
を
新
田
に
置
い
て
は
な
ら

な
い
と
し
、
五
条
目
で
は
出
身
地
不
明
の

も
の
を
新
田
に
置
い
て
は
な
ら
な
い
と
決

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
一
定
の
制
限
は

あ
る
も
の
の
、
多
く
の
人
間
を
集
め
て
新

田
を
開
発
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
幕
府
に
よ
る
新
田
開
発
の
奨

励
が
あ
っ
た
た
め
、
足
立
区
域
の
開
発
も

進
み
、
江
戸
東
郊
の
農
村
地
帯
が
誕
生
し

た
の
で
す
。

　

皆
様
に
は
、
開
館
三
〇
周
年
に
合
わ
せ

て
博
物
館
に
ぜ
ひ
お
越
し
い
た
だ
き
、
こ

の
記
念
す
べ
き
文
書
を
あ
ら
た
め
て
御
覧

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す

元和2年辰12月10日　大谷田新田宛伊奈忠治開発定書


